


第N章佐呂間町浜佐呂間 I 遺跡

第 l 地点から出土した栽培植物と炭化材

山田悟郎・三野紀雄・椿坂恭代

l. i議跡および試料について

浜佐呂間 l 遺跡第 l 地点で、第 2 号住居±l上と第 3 号住居祉の 2 軒の擦文文化の住居祉の

い発掘調査が行われた。住居枇床面から出土した擦文式土器から、その時期は 9 ----10世・紀頃

骨 と推定されている。両住麗祉のカマド周辺や床面には炭化材や焼土の分布が認められたこ

とから、植物遺体の抽出・同定、炭化材の樹種間定を行うため、これらの炭化材・焼土と、

野外炉の焼土が分析用の試料として採用された。

2 号住居枇では18点の試料が採取されたが、その内NO.5 、 11 、 13、 14からは炭化材が、

他の場所からは炭化物の小片を含んだ焼土が採取されている。 3 号住居±lI:では12点の試料

が採取され、その内 i 、 7 、 10からは炭化材が、他の場所からは炭化材の小片が混じった

焼土が採取されている。 No.6 の焼土は、 3 号住居祉南東部で確認された野外炉から採取さ

れたものである。それぞれの住居枇での試料採取場所は第 l 図のとおりである。
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第 1 図 2 、 3 号住居祉の試料採取地点
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炭化材については電子顕微鏡を使用して桔t種間定を行い、焼土については微細炭化物を

採取して植物遺体の検出を行うため、フローテーション(浮遊選別〉作業を行った。

2. 炭化材と横物遺体

1)炭化材

a. 方法:炭化材の問定にあたっては、嵐乾の後それぞれ 3 簡の小片に分割し、それら

の小片を木材組織の木口問、柾自面、板白面を観察できるように安全弟Ij7Jでカッテイング

し、資料台に伝導性接着剤ドウタイト D -550で接着、さらに金蒸着の後に走査霜子顕微

鏡 (J EOL-JSM-S I 型)で木材組織を観察し樹種を同定した。その際、現在樹木

の組織標本などを参照した。

b. 結果: 2 、 3 号住居祉のカマド罵辺部から出土した炭化材-の樹種間定結果について

は第 i 表に示すとおりである。

第 2 号住麗枇の d ケ所から採取された炭化材はAbies sp.(モミ属)、 Tα xus sp.(イチ

イ属)、 j(， α lop αηα x sp.(I 、 I) ギリ属)、 Tili αsp. (シナノキ属)、 Fr αxinus sp.(トネリコ

罵 ) Quercussp.(コナラ属〉、 Salix sp.(ヤナギ属)と広葉樹の散孔材であった。

ただ、 No .1 0 と No .1 1 から採取された Abies sp. 、 1Gα lop αηα x sp. 、 Tα xus sp. 、 Tili αsp.

は、板材の破片で、カマドおよびカマドの炊き口から採取された地の試料とは状況が異な

ることから板材として使用されたものが混じりこんだ可能性が強い。

3 号住居祉のカマドとその馬辺部 3 ケ所から採取された炭化材は、 Quercus sp. 、 Tα xus

sp. 、 Fr αXL ηus sp. 、広葉樹散孔材と広葉樹環孔材であった。

2)植物遺体

a. フローテーションの方法および観察方法:雨住居枇の各所から採取された土壌サン

フ。ル(焼土)は室内 (20°C) で 7 日間乾燥させ後に、人手の撹伴によるフロ…テーション

法(ノ〈ケツ方式)を実砲した。浮遊した資料は、 j出学用フルイ 2 OlIO メッシュを上に、 0.42

lOrn メッシュを下に重ねたものに流し込んで採取した。採取した浮遊物については乾燥後に、

双娘実体顕微鏡下で抽出・選別作業を行い、微細構造の観察・同定にあたっては、走査嵩

子顕微鏡を使用した。また、フローテーション作業で沈下した残濯については、メッシュ

サイズ1. 411010のフルイの中で水洗し、他の遺物の回収を試みた。しかし、得られた資料の

ほとんどは砂泥・小磯で、一部に魚、骨片が含まれていた程度であった。

定し、金イオンスパッタリング法により、 5mA. 1KV. DC. で 3 分間コ…テイング

し、 J SM T20を用い加涼霞FF12. 5KVで:榔窓 L t.ご《窓宣掲謬 ~l= 点十「アけネオパ

S (6X7COl)を使用した。

b. 結果: 2 号住居祉のカマドおよび腐辺部から採取された焼土からオオムギ、、キピ、



第 1 表 住居祉出土の炭化木片樹種間定結果

No. 出土遺構及び部位 品惚 十1 撞 組織の特徴 備考

第 2 住居 ±1 上、カ 針葉樹、夏材から秋材への a払ユit の

10-1 マド内の中央部 モミ属(Abies sp.) 移行はゆるやか、樹脂道を 形状は

右 欠く 板状

2 間 上 モミ!寓(Abies sp.) 同 向上

3 間 上 モミ属(.A bies sp.) |司 上 i百}上

4 同 上 モミ属(Abies sp.) 同 上 向上

5 同 上 モミ属(Abies sp.) IE可 上 向上

6 同 上 モミ属(Abies sp.) |可 上 向上

広葉樹環孔材、子し圏内の導

第 2 {主居±1上、カ
ハリギリ属

管の配列は i 列、孔圏外で 試料の

11-1 マド焚口の前庭 は小導管の多数が複合し接 形状は

部
(]Gα lop αnα x Sp.)

線状に配列する、導管は単 板状

穿干し、射出線は多列

2 同 上 モミ属(Abies sp.) 目。 10- 1 に再じ 向上

針葉樹、夏材から秋材への

3 同 上 イチイ属(Ttαェus sp.)
移行はゆるやか、仮導管壁

向上
に螺旋肥厚がある樹脂道を

欠く

4 同 上 イチイ属(Ttαxus sp.) 陪 上 持上

5 間 上 イチイ属(Ttαxus Sp.) 同 J二 向上

6 同 上 モミ属(Abies sp.) NoJO- 1 に同じ 向上

間 上 モミ!寓(Abies sp.) 信l 上 向上

8 同 上 モミ属(Abies sp.) 問、 上 同上

9 同 上 イチイ属(Ttαxus sp.) NoJ1-3 に伺じ 向上

ム噌lO 同 上

で広散葉樹在散し単孔 Z材F干、し導 1管探旋は肥小形 !寧
(Tili αSp. )? がある、射出線は 1-2-

3;7IJ



No. 出土遺構及び部位 品加tM 種 組織の特徴 備考

13-1
第 2 住居祉、床

モミ属 (Abies sp.) No.10-1 に同じ
面

広葉樹環孔材、孔圏内の導

管の配列は i ないし多列、

2 同 上
トネリコ属 孔闘外では疎らに散在し 2

(Frαxirws sp.) 個接合することが多い、導

管は単穿孔、射出線は 1 -

2-371J

3 問 上
トネリコ属

同 上
(F，・αxinus sp.)

4 問 上 モミ属 (Abies sp.) No.10-1に/OJ じ

広葉樹環孔材、干し圏内の導

管の配列は l ないし多列、

5 同 上
コナラ属 干し臨タトでは小導管が火焔状

(Quercussp.) に配列する、導管は単穿孔

射出線の細胞配列は 171J、

集合射出線を有する。

6 同 上
トネリコ属

No.13-2 に同じ
(Fr αXl. ηus sp.)

第 2 住居祉、床
広葉樹散孔材、導管は小形

14-1
出

ヤナギ属(Salix sp.) で散在し単穿孔、射出線は

i 亨IJo

2 同 J::. コナラ属
No.13-5 に同じ(Quercussp.)

広葉樹散孔材、導管は密に

散在し、 1 -数個放射方向

3 !司 上 広葉樹、 i枝子L付 に複合する、階段状穿孔、

螺旋肥厚射出線は 1 -2-

371J

問 上
コナラ属

No.13-5 に閉じ(Que,‘ cus sp.)

5 同 上 広葉樹、散干し材 No.14- 3 に同じ

6 同 上
コナラ属.

No.13-5 に同じ(Quercussp.)

第 3 住居祉、カ
コナラ属

1-1 マド渋口の左外
U-iuercussp.) No.13-5 に同じ

2 間 上
イチイ属

No.11-3 に同じ
(T!αxus sp.)

..;: 一円 4
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No. 出土遺講及び部位 桔; 種 組織の特徴 備考

広葉樹散孔材、導管は疎ら

3 同 上 広葉樹、散孔材
に分布、単京子L、導管に螺

旋肥厚がある、射出線は i

一多列

導管が 2 -311J環状に配列

する傾向がある、孔留外の

4 時 上 広葉樹、環孔材 小導管は単独、まれに 2 倒

複合、導管は単穿孔、射出

線は多列

5 向 上
トネリコ属

No.l3-2 に閉じ
(Fr αxinus sp.)

6 同 上
トネ I) コ属

同 上(Frαxinus sp.)

第 3 住居祉、力
トネリコ罵

U円ペ 4宅2 マド内の奥中央 CFraxinussp.) No.l3-2 に同じ
音日

2 !奇 上
トネリコ属

向 上
(Frαxinus sP.)

3 向 上
コナフ罵

No.l3-5 に陪じ
(Quercussp.)

4 間 上 広葉樹、環孔材 No.1- 4 に開じ

5 同 上
コナラ属

No.l3-5 に同じ(Quercussp.)

広葉樹散孔材、導管は密に

6 同 上 広葉樹、散干し材 分布、単穿孔、射出線は l

-2-311J

吋I よ噌t
第 3 住居社、床 コナラ属 No.l3-5 に閉じ
面、北東部の壁 (Qμercus sp.)

2 問 上
コナラ属

伺 上(Quercussp.)

3 間 上
コナラ属

同 上
(Q附rcus sp.)……

4 同 上
コナラ罵

間 上(Quercussp.)

:Quむし山中. )

6 同 上
コナラ属

問 上
(Quercussp.)



第 2 表 2 号住居祉から出土した植物遺体

土壌 浮遊 オオ キ ピ サ 不明

No j章構名 サンプル採取区 体積 物量 ムギ 種子

ce) (g) (粒) (粒) (粒〉 (粒)

2 号住居祉 カマド、内興部分 1.0 5.0

2 1/ カマド内焚口中央部分 1.0 72.0 2
、 l

3 ノノ カマド内焚日右横 2.0 5.5

4 〆f カマj-:'内焚口中央部分 唱1 ハU 31.0

5 ノノ カマド.焚口右損II部 1.5 5.0

6 II カマド内左側部 1.0 9.5

ノノ 床面北東部壁寄り 1.0 11.0

9 ノノ 床面中央部 o唱1目 2.5

12 /ノ カマド焚口中央部左側 0.8 5.5

15 ノノ カマド奥右側 2.0 62.0 3 5

16 II カマド輿左側 0.5 37.0

17 1/ カマド、焚き口前震左 mil O.5 40.0

18 ノ/ カマド、焚き口前庭右個 IJ O.8 25.5 2 16

13.2311.5 6 24 2

アサと種属不明の炭化撞子が出土し、 3 号住居±J1:でもカマドおよび周辺部からオオムギ、

キピ、アサ、シソ属、ブドウ属、種属不明種子が、生活南側の床面からエゾニワトコ、ブ

ドウ属、種属不明種子が出土している。両住居祉の各所から出土した植物連体については

第 2 表、第 3 表に示すとおりである。

キピ (P，αηicum miliαceum) :2 号住居±J1:から 24粒、 3 号住居壮から 4 粒出土した。

内・外穎が取れた穎果の状態で出土したが、外穎部分の残存からキピ属表皮細胞の特徴で

ある長細胞が確認された。ここでは、細胞組織・穎果・肢の形態、粒形からキピと同定し

た。図版 1 -1a に示したものの計測値は、長さ 2. Omm、原さ1. 3mmで、ある。 1 b は表面組

織の拡大である。

i オオムギ (Hordeum vulgare) :.2 号住居祉と 3 号住居祉のカマド周辺部から 25 粒出

| 土した。ほぼ完形な 16粒について計測した、長さ、縮、揮さの計測値は第 4 表である。こ

の内、 No.4 、 10 、 11については計測臨がコムギに近いが、種子の~j態がコムギと異なるこ

厚さ 2. 04mmで、オオムギ‘としては粒径が短く、長さに比較してl憶が広い特徴を持つもので

ある。国版 1-3a""'-'3b に示したものは長さ 5.1ml眠、幡3. Omm、揮さ 2. 2mmo



第 3 表 3 号住居i.tl:から出ことした植物遺体

No. 遺構名 サンプル採取症

土

境

{本

積

(II.)

翠

(g)

浮
遊
物

オ

オ

ム

ギ

(粒)

キ|ア シ|エ

ゾ
フ

ウ

属

(片)

不

明

(粒)

ソ i 百

ど i サ I J寓 I ;
(校) I(片) I(粒) I(粒)

2I3 号住居祉 Ii者々策部床面

4 南西部床面/I

5 カマド焚口中央部/I

焼土その i 右

5 カマド焚日中央部/I

焼土その 2 左

0.21 8.5

0.21 9.0

1.0I12.5

1.5I12.0I 6

8

i
b
民
・

、
，1

A

6I3 号住居祉外|南西部焼土の北部分 I 0.51 2.0

その i

6 /I 南西部焼土中央部分 I 1.5I 2.5

その 2

6 /I 南西部焼土南側部分 I 1.0I 3.0

その 3

6 焼土部分外周部/I

その 4

6 焼土部分最外周部/I

その 5

1.0I 3.0

1.3I 4.0

8I3 号住居祉 II米間南側炭化物

9 カマ I~'焚き口右側/I

10 カマド焚き口左側/I

11 カマド.前躍中央部/I

12 カマド.前庭左側

4

/I

0.1I 8.0

1.0I36.0

1.0I50.0

1.5I33.0

.、

1.8I37.0I 10I 3I*1

13.6I220.5I 19I 4I*1 9I*3

n
L

b
h
・

、
，

※破片数は、*印で示しである。



No.(白鴎) 長さ III 品 111 さ

1 (2 号) 4.70 3.60 2.20

2 (々) 5.45 3.20 2.50

3 (々) 4.60 2.60 1.80

4 (3 号) *3.30 2.10 1.30
、

5 (々) 3.50 2.40 1.80

6 (々) 4.60 3.00 2.70

7 (々) Ii.皮損 3.80 3.20 2.00

(4.7)

8 (々) 4.40 3.40 2.00

9 (々) 3.60 2.30 1.70

10 (々) * 3.80 2.30 1.70
11 (々) * 4.,[0 2.70 2.20

12 (々) 5.10 3.00 2.20

13 (々) 5.10 2.00 2.10

14 (々) 5.10 3.00 2.10

15(々)破損 4.20 3.20 2.10

(.:1.7)

16 (々) I.1宅10 2.90 2.20

平均 {直 4.36 2.81 2.04

7:r 首k O.39 O.22 O.10

標準偏差 O.64 O.48 O.33

第 4 表 オオムギの計測{鹿(単位:岡田) シソ属 (Perill αSP.) :3 号住居士Ll:カマド前

庭部左側から 1 t立出土した。資料の風化が著しい

が、シソ属果皮の特徴である流線紋細胞の確認が

できた。また、偏平で短卵形な果実の形態、隣の

位置、粒形からシソ罵と同定した。図版 1 -2a

に示したものの計測値は、長さ 1. 95rnrn、!幅1. 55rnrn 、

さ 1.35mmo 2b は表面組織の拡大である。

さて、シソ属の栽培種としてはエゴマとシソが

あるが、果種皮の基本的構造が酷似しているため

出土した炭化種子の区分は極めて困難である。現

生種子の比較では、エゴマの果皮は薄く容易に果

皮を取り除くことができるが、シソの場合は果皮

は憩くて聞くできている。粒径では、エゴマの方

がやや大さいなどの差異があることから区分が可

能であるが、 l 粒しか出ていないことからここで

はシソ属の段階でとどめることとした。

アサ (Cαmαbis satiuαL.) :2 号住居祉の

カマド内焚き口中央部から 2 粒と、 3 号{主居士Ll:カ

マド前庭左i掛から破片が l 点出土した。資料の風

化が激しく、ほぽ完全な形で出土したのは 1 粒だ

けであった。卵形または偏平で、縦に 2 条の稜角

がある形態で、形態・臓の位霞の確認をもとにア

サと同定した。また、 SEMを使用して、近藤
*は計mllfl直がコムギに近いもの

( )内の数字は復原値 (934) によるアサ果実の細胞構造をもとに表皮

情造をもとに表皮組織の観察を行った。その結果、図坂 2 -5b に示したように、出土し

たアサから果皮の細胞が確認されたし、図版 2-5c に示すとおりの種皮の細胞をも確認

することができた。しかし、近藤( 1934) に示された横断面では果皮は 5 層からなり、種

皮は管状細胞と海綿組織から成り立っているとされており、 SEMでの表面観察で見られ

た果皮が、 5 麗からなる細胞層の横断面のどれに対応するのかは今のところ不明である。

この点に関してはこれからの倹討課題とした l \。比較のため現生のアサについて関版 2-

エゾニワトコ (Sambucus sieboldiαnαval'.miqueliiH.): 3 号住居祉帯側床面から 9

している O 図版 2-78 に示したものは長さ 2. 5mm 前後で、 7 b は表面組織の j広大である。

ブドウ属( 'VitissP.) :3 号住居枇南西部床面とカマド焚き口右側から破片が 3 点出



土した。その内の i 点について図版 1 -4 に示した。

3. 栽培植物に関する若干の考察

1)擦文文化の栽培植物

このたび浜佐呂間 l 遺跡第 i 地点からオオムギ.、キピ、アサ、シソ属の種子が出土した

が、オホーツク海に面した地域の擦文文化の遺跡.としては初めて栽培種が確認されたこと

になる。道内他地域の擦文文化の遺跡からは、第 5 表に示すように12の遺跡から、オオム

ギ、コムギ、アワ、キピ、米、ソバ、モロコシ、シソ属、緑豆、小豆ケツルアズキ、ベニ

バナ、アサなどの栽培種が出土しているほか、 10遺跡でソパの花粉が確認されており(山

田、 1986)、擦文文化の生業の中に雑穀栽培が大きく取り入れられていたことが明らかに

なってきている。だが、栽培植物が確認されていた範盟は道南、議央、太平洋に屈した道

東、道北の日本海に面した地域および内陸部に限られ、オホーツク海に面した地域からの

出土報告は一つもなく、栽培植物に関しては空白域となっていた。したがって、他地域の

捺文文化の集団とは異なった生業形態を持っていたのではなし、かと推定されてきた経緯が

ある(吉崎、 1988 b)。したがって、このたび佐呂間町における擦文時代の遺跡から栽培

植物が発見された意味は大きく、オホ…ツク海沿岸部においても他地域と同様に擦文時代

に雑穀栽培が行われていたことが確実となり、これで雑穀栽培の空白域が埋まったことに

第 5 表雑穀が出土した遺跡(擁文時代)

遺跡名

柏木)1111遺跡

中島松 5 遺跡

サクシュコトニ

川遺跡

小平高砂遺跡

香川三線遺跡

番}I I 6 遺跡

豊富遺跡

K441遺跡

観音洞窟

十勝太若月遺跡

札前遺跡

西丹ケ同遺跡

出土した栽培種

アワ、キピ、アサ

アワ、キピ

アワ、キピ、オオムギ

コムギ、コメ、小豆、

ケツルアズキ、アサ、

シソ、ウ I)

緑豆

オオムギ、キピ、アワ

オオムギ、アワ、キピ

シソ属

キゼ、緑豆、ベニバナ

アワ、キゼ、オオムギ

ソパ、ヒエ?シソ属

ワ

オオムギ、キビ、シソ

アワ、キピ、オオムギ

コムギ、モロコシ、コ

メ

キピ、またはモロコシ

報告者

吉崎(1990a)

吉崎(1990b)

G.Crawford

(1986)

山田(1 983)

G.Crawford

(1987)

吉崎(1 988a)

河野(1 959)

吉崎(1 989)

石鮒(1 984)

後藤(1 974)

矢野(1 985)

田-

(1989b)

岩崎 (966)

なる。栽培種の構成も f擦文

オオムギ j、キピ、シソ属、

アサからなり、ほぽ開時期に

あたる、日本海に聞した道北

地方の香川三線遺跡や香川 6

遺跡で出土している雑穀セッ

トと類似した構成を示すもの

である。

雑穀が出土した浜佐呂間 1

遺跡が当地域の擦文時代の遺

跡の中で特異なのであろうか。

これまでに、オホーツク海に

面した地域で発掘調査が行わ

のフローテーションを行った

だ報告は出ていなドが 1985 年

から 1989 年まで北梅道開拓記



念館が行った雄武町雄武開成遺跡と、今回報告する浜佐呂間 l 遺ー跡のみで、これまでの発

端調査においては殆どと言っていいほどこのような試みが行われていなかったのである。

気候条件が喪い滋央・道南部とは焼模や雑穀セットが異なっていたにしても、雑穀栽培が

生業形態の中に取り入れられていたに違いない。クルミやドングリとは異なり、大きいも

のでも長径が数mm しかない雑穀類の穂子を発掘時に発見するのは、大量にまとまって出土

しない限り臨難で、今後の発掘調査に際してはフローテーション等の手法を用いる必要が

あることをここで強調しておきたい。したがって、これまで同地域が雑穀栽培の空白地域

であったのは、雑穀栽培が行われていなかったからではなく、擦文時代の生業は湾問漁労

が主体であるとの先入様をもとにした発掘調査を行っていたために、栽培種を発見しよう

とする努力に欠けていたことによるものと言っていいであろう。

さて、探文時代における雑穀農耕の最も古い痕跡は道央部で発見されている。吉i崎

(1990a) により、 8 世紀代の恵庭市柏木 11 遺跡で出土の報告がされているアワ、キビ、

アサがそれで、やはり吉崎(1 990 b) によって、 8 世紀代後半の岡市中島松 5 遺跡でもア

ワ、キピの出土が確認されていることなどから、擦文時代前期から雑穀栽培が生業として

行われていたことは確実である。それも、加藤(1 980) によって指摘されていた、補助的

な家庭菜閥的規模をはるかに越えたもので、擦文時代の主生業とされている河川漁労と間

程度の役割を担う規模で・行なわれていた可能性が強くなってきている O

アワ、キビは両方も‘しくは片方が同時代中期、後期の遺跡から必ず出土しており、吉崎

(1990b) が指捕しているように、雑穀セットの基本となっていたのがキピとアワで、こ

れにオオムギ、コムギをはじめとした栽培種のいくつかが組合って、各遺跡で数穣類の栽

培種セットを構成していた様子が推定できる。このような複数の雑穀コンプレックスを保

有していた状況は、佐々木(1 988) によって提唱されている原初的農耕段階を越えた次の

段階である初期的農耕段階に達していたことを示すものである。

オオムギは今のところ、 9 世紀以棒の 6 遺跡から出土しているが、当遺跡で出土したの

は吉崎・椿坂(1 990) によって存在が指摘されていた「擦文オオムギ j のタイプに属する

ものである。後に述べるように、セットを構成する栽培種の組合せによってオオムギはニ

つのグループに区分することができそうである。

アサは擦文時代の遺跡ではサクシュコトニ川遺跡、ー柏木 11 遺跡についで ;3 例自の出土で

あるが、縄文時代後期の小樽市忍路土場遺跡、続縄文時代の江5j IJ 市江5j IJ太遺跡から既に出

しており(矢野、 1981 ・ 1989) 、諜文以前から北海道で栽培されていた植物の一つで・あ

る。シソ塙についても同様に擦文時代の遺跡から出土しているが、やはり縄文時代後期の

遺跡からの出土報告がある(矢野、 1989) 。

ところで、オホーツク海に聞した地域では栽培種が出土しん探入時 1\ り理刷、 i C!.'J. 7J' つ

が、オホーツク文化の網走市二ツ岩遺跡・ 2 号住居枇骨塚の土壌中から、マタタピ薦、ブド

ウ属などの種子とともにオオムギ、キピ、アワが出土していたことが明らかになっている



第 6 表 オオムギの計測値・計測平均値 (単位:回限j

選 E亦 名 粒数 長さ 中高 摩さ

l サクシュコトニ川遺跡 50 5.3 2.4 1.8

(吉野・椿坂、 1990)

2 札前遺跡(山居・椿坂、 1989b) 20 5.0 2.7 2.0

3 K441北34条地点(吉崎、 1989) 2 4.2 2.9 2.3

4 香!I I三線遺跡(G. Crawford , 1987) 5.1 3.8 2.9

5 香JII6 遺跡(吉崎、 1988 a) 4.9 3.1 2.5

6 十勝太若月遺跡(後藤、 1974) 50 4.8 3.0 2.4

7 江刺家遺跡(佐藤、 1984) 100 5.53 2.83 2.23

8 五庵 i 遺跡(松谷、 1986) 10 4.39 2.85 2.44

9 五庵 E遺跡〈佐藤、 1986 a) 12 6.43 3.39 2.84

10 古館五遺跡〈佐藤、 1986 b) 10 4.93 2.07 2.62

11 季平下安原遺跡(浪問、 1987) 50 5.3 2.6 2.2

12 川越市第一中学校敷地内遺跡 100ハ 5.0 2.3 1.8

(直良、 1956)

13 下北原遺跡(直良、 1956) 1,000 5.0 2.7 2.2

14 ニツ岩遺跡(山田・椿坂、 1989a) 15 4.29 2.93 2.38

(山田・椿坂、

1989a) 。表面

に微継な付着物

が観察されたこ

とから、(自の動

植物と一緒に煮

込まれたものが

こぼれ落ちて炭

化した状態を示

すものと考えら

れている。ま

た、オオムギの

形態は当遺跡、で

発見されたもの

と同様な「擦文

オオムギ j タイプに罵するものである。同住居祉の骨塚からは 9 世紀末前後の擦文式土器

が出土しており、擦文文化との接触によって土器とともに雑穀が持ち込まれた状況を示す

ものであった。しかし、オホーツク文化との接触が考えられる、周辺部およびオホ…ツク

海に面した地域における擁文文化の遺跡から雑穀の出土 WIJ がなかったため、どの様にして

ニツ岩遺跡に持ち込まれたのかが不明であった。場合によっては、大陸との関係が深いオ

ホーツク文化の集鴎によって、大陸との交易によって食料調として持ち込まれていた可能

性もあるし、また、山浦(1 982) によって指摘されているように、大陸から持ち込まれた

雑穀がオホ…ツク文化の集団によって栽培されていた可能性もあることから、ニツ岩 j立JI亦

での雑穀の取得方法を決めかねていた。

佐呂間町の捺文時代の遺跡から雑穀が出土したことにより、オホーツク海沿岸の擦文文

化の集団によっても雑穀栽培が行われていたことが明らかになり、また、雑穀の組合せが

オホ…ツク文化の遺跡から発晃されたものの組合せと類似していることから、ニツ岩遺跡

出土の雑穀については、周辺部の擦文文化との接触・交流によって持ち込まれた可能性が

さらに強くなったと言えよう。

ただ、大陸沿海地方でも f擦文オオムギ J と類似した小粒で III高の広いオオムギが出土し

ている状況が明らかになってきており J擦文オオムギ J が大陸沿海地方から渡来してきた

可能性も残されており、道北部のオホーツク文化圏内での状況の推移を待ちたい。

2)オオムギについて

2 号、 3 号住居士l上から出土したオオムギ16粒の計測平均値は長さ 4.36ml日、 III高2. 81mm、



さ 2. 04mm と、

オオムギが多
mm

く出土してい

る札幌市サク 4
4.

シュコトニ川

遺跡のもの

14 6.。円@
9.

(第 6 表No.1) 3 7.
と較べて長さ

3@@@8243

が煙く、長さ
-11

12 1.
の割に III~ が広

@
10-

いことがわか
2

る。同様の形

態を???つもの
(長さ)争 4 5 6 7

としては網走 s

※番号は第 6 表の遺跡の番号に対応
町1m

市二ツ岩遺跡

(第 6 表 No. 第 2 図 各遺跡から出土したオオムギの計測{直・計測平均値プロット図

14) 、 i制i晃町十勝太若丹遺跡(第 6 表NO.6) のものと類似した大きさである。

第 6 表には道内の掠文時代の遺跡と東北、関東地方の奈良から平安時代そして中世にか

けた主な遺跡から出土したオオムギの計測平均値または計測{穫を一覧表にして示した。そ

のうちの長さと、!揺を図上にプロットしたのが第 2 図である。

第 2 図で明らかなように、これらのオオムギを大きさの違いから 2 つのタイプに底分す

ることが可能である。一つは、サクシュコトニ川遺跡、札前遺跡、江東せ家遺跡、五庵E遺

跡などのような長粒で揺が挟いオオムギのグループ、地の一つは十勝太若月遺跡、ニツ岩

遺跡、香川 16 遺跡、 j兵{左呂間 I 遺跡、五庵 1 遺跡のような、いわゆる「擦文オオムギj の

グループである。

ここで注目されるのが、「擦文オオムギJ が出土している遺跡は主に道北・道東地方に位

置し、そこではコムギを伴わず、栽培種セットを構成する雑穀も数種類以内にとどまる点

である。札前遺跡やサクシュコトニ川遺跡は道央・道南地方に位置し、そこでの栽培種

セットは第 5 表のようにオオムギとともにコムギが出土し、さらには米を含む数種類以上

の雑穀で措成されている。このような分布域の儒り、そして雑穀セットの組合せの違いが

何によったものかはまだ不明で‘ある。要因としては、北海道への渡来時期、渡来時期が違

うことによる栽培種セットの違い、そして渡来経路の違い、地域による気候風土の違いな

と♂の幾つかの要因があげられるが、これらの嬰図とこれ以外の要因が複雑に錯綜していた

ものと推定される。この点に関しては、まだ出土例が少ないので出土数が増した時点で改

めて検討を進めていかねばならないであろう。
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3b
図版説明

1a キピ(背面) X35

1b. 1a の拡大(表面組織) X1000

2a シソ島 X35

2b. 2a の拡大(表面組織) X750

3b オオムギ(腹密)

4 ブドウ属(腹器)

スケール II の贈賄 1.0mm

スケール II の贈賄 O.lmm

スケール Ir- の間隔 1.0mm

スケール II の隣稿 O.lmm
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5a 6a

5b 6b

5c 6c

ワa 図版 2 写真説明
ワb

礼

5a アサ X35 スケール II の間隔 1.0mm

ﾗ

5c 5a の拡大(表面組織) x500 スケール II の間稿 O.lmm

6a 現生のアサ x35 スケール II の関備し Om

6b 6a の拡大(表題組織) x2000 ス -}[.,

スケル の開隔 O.lmm

7a エゾニワトコ x35 スケ jし II の間隔 1.0mm

ワb 7a の拡大(表面組織) X200 スケ jレ II の間臨 O.lmm



板目 X200

コナラ属材 (Quercus spJNo7-6

木口 X20
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イチイ属材(T axus spJ
板自 X200

Nol-2

ヰ反目 X200

板間 X200 広葉樹散孔材 板呂 X200

トネリコ属材 (Fraxinus spJ

木口 X20

板目 X200

炭化材の電子顕微鏡写真

広葉樹材 木口 X20


